
 

 

 

 

 

 

 
 

５月の公民館講座 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の公民館講座予定 

６月１３日（木） １３：３０～   地 域 講 座  朗 読 教室   山本  えり  先生 

６月１３日（木） １３：３０～  地 域 講 座  紙細工 教室   大畑  陸子  先生 

６月２７日（木） １０：００～  地 域 講 座  男の料理教室   黒田 亜矢子  先生 

６月３０日（日） １３：３０開演 教 養 講 座  笑って健康   とんぷくの皆さん 
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市立公民館は、地域住民の文化・教育の

向上のために市が設置しています。どなたで

もお気軽にご利用ください。 

姫路市西二階町６８－１  

TＥL・FＡX ２２２－２１６８ 

      休館日  毎週月曜日及び年末年始 

５月の百歳体操 ５月５日・1２日・１９日・２６日 城南公民館   午前１０時から約１時間 

５月のなかよしランド  ５月 3０日（木）１４：００～1６:００ 保護者の方はスリッパをお持ちください。 

                （なかよしランドは就学前の乳幼児と保護者が対象です。） 

社交ダンス 

受 講 日 第１・３火曜日 

受講時間 １３：００～１５：００ 

受 講 料 １ヶ月１０００円 

講  師 谷本 好子 先生 

新たな講座生を募集中です！！ 

◆どんな講座があるか知りたい方は、公民館窓口に講座一覧

表の用紙を置いています。 

◆講座生みんなとても生き生きしていますよ！ 

[地域講座]   朗 読 教 室 

日 時 ５月 ９日(木)１３：３０～１５：００ 

場 所 公民館 2階会議室 （参加費無料） 

講 師 山本えり先生 

★本を読むこと・話すことが楽しくなります。 

[地域講座]   紙 細 工 教 室 

 日 時 ５月 ９日(木)１３：３０～１５：３０ 

 場 所 公民館 1階第 2研修室 （参加費無料） 

 講 師 大畑陸子先生  

★1枚の紙からの感動！！何が出来るかな？ 

[教養講座]   笑って健康 

落語を見て聞いて、大いに笑いましょう！ 

日 時 ５月２６日(日)１３：３０ 

場 所 公民館 2階会議室 （参加費無料） 

講 師 「愚かな夢の会」の皆さん 

 

姫路お城おどり（新規） 

受 講 日 第１・３金曜日 

受講時間 １０：００～１２：００ 

受 講 料 １ヶ月１０００円 

講  師 立花 政章 先生 

俳句（かたばみ） 

受 講 日 第２日曜日 

受講時間 １０：００～１２：００ 

受 講 料 １ヶ月５００円 

講  師 加古 みちよ 先生 

絵画 

受講日 第３水曜日 

受講時間 １０：００～１２：００ 

受 講 料 １ヶ月５００円 

講  師 濵田 君江 先生 

 



5月の校区各種団体行事予定

城南婦人会

　５月　９日（木）18:00～　定例代表者会
　　　１０日（金）  8:30～　大手前通り美化清掃
　　　　　　　　　　　　担当町：お城本町・久保町

社協城南支部
　５月１１日（土）   9:30～　ふれあいサロン城南
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於：城南公民館）
　　　２０日（月） 11:30～　ふれあい給食
 　　　　　　　　　　　　　　　（於：城南公民館）　５月１０日（金） 8:30～　大手前通り美化清掃

　　　　　　本部：花桐　
　　　　　　担当町：福中町・十二所前町

５月　２日（木）18:30～　PTA歓送迎会
　　１０日（金）15:00～　白鷺学校運営協議会
　　２５日（土）  9:00～　スポーツフェスティバル

白鷺小中学校

生涯クラブ

城南地区連合自治会

　５月２８日（火）   9:00～　すこやかセンター

 

　本年度のゆかた祭りは６月２２日（土）・２３日（日）の二日間の開催と決定しました。但し、昨年、四
年ぶりに開催したゆかた祭りでは出店者のマナー違反・ルール違反が多かったことや諸経費の増大から、
地元出店のルールを大幅に変更する必要が生じています。そのことから、ゆかた祭り奉賛会では４月３０日
（火）と５月３日（金）の両日、午後２時から城南公民館で地元出店者への説明会を行うこととなりました。
この説明会に参加されない方は出店の許可は出せませんので必ず参加して下さい。また自分の敷地内に出店
する方も説明会への参加が必要となりますのでご注意ください。　　（ゆかた祭り奉賛会会長　池尻康則）

　社伝によれば、ゆかた祭りは将軍・徳川吉宗の時代に姫路城主だった榊原政岑が始めた
ものと記されているが、実はそれを証明する文献は発見されていない。現在のゆかた祭り
が始まったのはサンフランシスコ講和条約が結ばれた昭和２７年（1952 年）のことで、
姫路の呉服商の団体・姫路呉友会が戦前のゆかた祭りを再開したとある。実はこの祭りは
戦前は長源寺の祭りと呼ばれており、境内には舞灯篭が置かれ、素人が即興寸劇を行う仁
輪加舞台が設置されたという。また古老の話によれば、この時期には長源寺だけではなく
西塩町にあった善教寺や西福寺などで護摩焚きが行われており、人々はこれらの寺を参詣
して廻ったので、その周辺には夜店が立ち並び、大層、賑やかだったという。「姫路城史」
によると長壁神社（元は刑部神社）は元々、姫山に鎮座していたが、羽柴秀吉が姫路城を
築城した際に播磨国総社の境内に遷し、その後、榊原政岑の伯父に当たる榊原政邦が刑部大神の馳走のために竪町
の長源寺の境内に日御供所を命じたとある。日御供所とは毎日、神様に供物をするための場所で、なぜ仏様を祀る
お寺が神様に供物を捧げるのかと不思議に思われるかもしれないが、この時代には神仏習合といって神様と仏様は
同じと考えられていたので、至極ふつうことであった。しかし明治時代、神仏分離の政令により、この日御供所は
長源寺から分離され長壁神社となるが、その後も長壁神社の祭祀は長源寺が行っていたようである。つまり戦前の
長源寺のまつりは、神社の祭りではなく、お寺の祭りであり、この祭りは城下町の寺院が夏至の日に無病息災を願
って行っていた護摩焚きが本当の起源ではなかろうか。　　　　　　　　（城南地区連合自治会副会長　芳賀一也）

戦前のゆかた祭り

TOPICS

●ゆかた祭りの地元出店について

城南通信

　５月　６日（祝）10:00～　お菊まつり
　　　　　　　　　　　（於：十二所神社）

●４月８日（月）、白鷺小・中学校では満開の桜の中で入学式を迎え、１０８名の
新入生が元気に入学式に参列しました。まだまだ幼く見える子どもたちですが、
５月２５日（土）に行われるスポーツフェスティバルでは、見違えるような姿を
見せてくれるはずです。
●４月１７日（水）の深夜、池尻康則城南連合自治会長の自宅兼店舗（停主）が半焼
しました。謹んでお見舞い申し上げます。

現在の長源寺


